
可能な限り、これまで行ってきた日課を続け、規則正しいリズム
を作りましょう。例えば、毎日決まった時間に起きて、食事をと
る。学習や遊ぶ時間を決めるなど。

1

この年代の子どもの特別なニーズを理解し、子どもたちが安
心して過ごすことができる環境をつくりましょう。この年代の
子どもは、心身ともに急激に成長するという難しい過程の渦
中にいます。例えば、避難所における更衣室スペースの確保、
生理用品や下着などの配布場所の配慮、自習スペースの確保
や勉強支援などは、この年代の子どもの安心へつながります。

3

子どもが自然に話し出したら、話に耳を傾けてください。子ども
の話を遮ったり、自らの考えで子どもの話を判断したりせず、子
どもの話に集中し、共感を言葉と態度で示し、落ち着けるよう手
助けをしながら話を聴いてください。

4

子どもたちの自立を支援しましょう。子どもができることは自分
でやるよう促したり、どんな小さなことでも選択肢を提示するこ
とは、子どもが物事や自分自身をコントロールしているという感
覚を取り戻し、自己効力感を高めることにつながります。

5

2 大人の役割を引き受けたり、普段より頑張りすぎている子ども
はいませんか。子どもは年齢が高くなるにつれ、緊急時の深刻
さを自身の視点からだけではなく、他者の視点からも理解でき
るようになり、強い責任感や罪悪感を抱くこともあります。十分
な休息の時間をとれるよう、周りの大人が配慮をしてください。

学童期・思春期

出典：Save the Children . (2013). 子どものための心理的応急処置-Psychological First Aid for 
Child Practitiners. デンマーク: Save the Children on behalf of the Child Protection intiative.

最後に、親や養育者など子どもの周りにいる大人は子どもにとって最も大切な人です。
皆さんが普段通り子どものケアができるよう、

食事や休息の時間をとり、周囲からのさまざまなサポートを活用してください。

自然災害などの影響を受けた子どものこころを支える5つのポイント

子どもと関わる大人の皆さまへ


